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第 3 章から第 5 章までは炭酸ガスを溶質成分，第 6 章ではエタンを溶質成分とし，メタノール等の












著者は軽沸成分に炭酸ガスおよびエタンを 高沸成分にはメタノールなど 6 種の有機液体をえらん
で高圧下の 2 成分系気液平衡を実測し，沸点差が大きいことを利用して気相，液相の非理想性を計算
した。その結果から高圧下における気液平衡と低圧下でのガス溶解度との関係を明らかにするととも
に，高圧下での気液平衡の推算方法を提出したo また低沸成分の臨界温度より僅かに低い温度で出現
することのある三重露点の現象を半理論的に説明することにも成功した。
これらの研究成果は高圧下の気液平衡に関して多くの新らしい知見を与えており，相平衡の分野に
おいて寄与するところが少なくない。よって本論文は博士論文の価値あるものと認める。
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